













































































































































































































































































って,現在日本語で読むことができる｡ Magoun, Jr., Francis Peabody, History of
Football from the Beginnings to 1871, Kbln, 1938,マグーン, Jr., F.P.,忍足欣Eg
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郎訳, 『フットボールの社会史』,岩波新書, 1982年; Malcomson, RobertW.,Popu-
Lar Recreations in E/nglish Society 170011850, Cambridge, 1973,マーカムソン,
ロバート･Wリ　川島･沢辺･中房･松井訳, 『英国社会の民衆娯楽』,平凡社, 1993
年; Elias, Norbert/ Eric Dunning, Quest for Excitement : Sport and Leisure irt/
the Civilizi7%gProcess, oxford, 1986,ユリアス,ノルベルト/エリック･ダニン
グ,大平章訳, 『スポーツと文明化　興奮の探求』,法政大学出版局, 1995年,と
くに第五章｢中世と近代初期のイギリスにおける民衆のフットボール｣ ;Dunnhg,
Eric, Sport Mauers : Sociological Studies of Sport, 1乃ole7tCe a7%d Civilisalion ,
ダニング,エリック,大平章訳, 『問題としてのスポーツーサッカー･暴力･文明
化』,法政大学出版局, 2004年,とくに第4章｢世界的なゲームとしてのサッカー
の発展｣｡そのほかにここではイギリスの文献としてWalvin, James, The People's
Game. The Histo77/ OfFootball Revisited , Edinburghand London, 1994 (Updated
2000),邦語文献として村岡健次, ｢サッカーとラグビー-フットボールの発達
史｣,川北稔編, 『｢非労働時間｣の生活史　英国風ライフスタイルの誕生』,リブ
ロポート, 1987年,所収,山本浩, 『フットボールの文化史』,ちくま新書, 1998
年,日本サッカー協会･日本サッカーライターズ協議会編,前掲書,第2部｢サ
























13) walvin, op.cit., pp.20 ff.
14)マグーン,前掲邦訳, 110ページ｡




17) walvin, op.cit., p.25.
18)ダニング,前掲邦訳, 160ページ以下,マーカムソン,前掲邦訳, 192ページ以
下｡さらにWalvin, op.cit., pp.27 ff.












































































































































































































































































































































































簡単には, vg. Elias, Norbert, "Der FulSballsport im ProzeB der Zivi1isation",in･.
Lindner, Lolf, Der Sa12: "Der Ban ist γ㍑nd" hat gewisse phiolosophische Tiefe.














Johan, Homo L/ude7W, Hamburg 1956,ホイジンガ,高橋英夫訳, 『ホモ･ルーデ









については, ibid., pp.35　ff.,さらにマグーン,前掲邦訳, 138ページ以下を参照｡
5) walvin, op.cit., p.30.







ネルヴァ書房， 1987 年， 24 ページ以下。
7) Mason ， op.cit. ， p.14. 
8) Holt ， op.cit. ， p.78. 
9) この時期のパブリック・スクールとパブリック・スクール改革については，さ
しあたり， Brigs ， Asa ， Victo γian People. A アθαsesment of pe γ'Sons & thems
1851-867 ， Chlcago ， 195 ， A.ブリッグズ，村岡・河村訳， rヴイクトリア朝の人
びとj，ミネルヴァ書房， 198 年，第六章「トーマス・ヒューズとパブリック・ス
クールj，183 ページ以下， 村岡，前掲「アスレティシズムj，伊村元道， rパブ
リック・スクール物語j，丸善ライブラリー， 193 年を参照。
10) これを， トーマス・アーノルドの息子のマシュー Mathew は， rこの有益で健
全な諸階級の相互混合」と呼び，またかのフランスのクーベルタン Piere de 
Coubertin も，イングランドのパブリック・スクールのこの側面に魅せられたので
あった。 Holt ，op.cit. ， p.95 ，さらに，ブリッグズ，前掲邦訳， 189 ページも参照。
1) ウォルヴインは，アーノルドの改革において「プリーフェクト=フアギング制
度」が「中心であった」と捉えている。 Walvin ，op. c仏， p.37. 
12) 村岡，前掲「アスレティシズムj，28 ページ以下。アーノルドの場合は，ス
ポーツは目的のための手段であって，決して目的そのものではなかった。 Walvin ，
op.cit. ， p.37. 
13) Holt ， op.cit. ， p.93. 
14) Walvin ， op.cit. ， p.38 
15) Holt ， op.cit. ， p.81 f. 
16) Hughes ， Thornas ， Tom Bro ω7ぬ Schol-D αys ，by αn Old Boy ， London ， n.d. ， 
p.84 ， トマス・ヒューズ，前川俊一訳， rトム・ブラウンの学校生活j，上・下，
岩波文庫， 1952 年。
17) 同邦訳，上， 18- 9 ペー ジ。

























31) Holt, op.cit,, p.82.
32) walvin, op.cit., p.30.
33)学校間の対抗試合は,フットボールでは形式が様々に異なっていたために,例
えばクリケット(1818年,イートン校対ハロー校)などよりも遅れたと考えられ
る｡ Mason, op.cit., p.18, fn.14.
34) Holt, op.cit., p.86.




38) Mason, op.cit., p.22 ; Holt, op.cit., p.84.
39) Mason, op.cit., p.14.
40)さしあたり,浅見･宮下･渡辺編, 『現代体育･スポーツ体系　第2巻』,講談
社, 1884年, ｢Ⅳ近代｣, ｢近代スポーツおよびレクリエーション運動の展開｣ (阿
部生雄稿),表18 ｢イギリスにおける主なスポーツ統括団体の設立と主要定期大会
の創始｣, 176-77ページ,を参照｡










示している,と捉えているo Eisenberg, Christiane, ≫English sports≪ und deut-
sche BiLrger : Eine Gesellschafts-geschichte 1800-1989 , Paderborn, 1999, S.61 f.








46) Mason, op.cit., TABLE 2.1 Known occupations of Sheffield FC members or their
fathers 1858, 1859, 1870, p.22 ; Ibid., p.22-3.
47) Ibid.,p.24.
48)以上は,メイソンとやや異同があるが,より新しいトランタ-のデータである｡
Tranter, Nell, Sport, ecoγ乙Omy and society i71 Britain 1750-1914, Cambridge,
1998, pp.24-5.










53) Ibid. ; Walvin, op.cit., p.48.
54) Ibid., pp.48-9.
55) Mason, op.cit., pp.60-61, Appendix　Ⅱには, 1871/72年FAカップと1883/84
年FAカップの仝参加チーム名とその所在地の地図が掲げてあり,サッカーの地理
的普及が明確に見て取れる｡
56) walvin, op.cit., pp.49150.
57) Ibid., p､77 ; Mason, op.cit., p.54, n.62.
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58) Ibid., p.27.



















































出所: Mason, Tony, Associatio77 Football and English Society 1863-1915,
Brighton, 1980, p.139, TABLE 5.1.
サッカーの比較民衆史的考察(1)　227
年17,000人, 1891年27,000人, 1893年45,000人, 1895年(これ以降はロン
ドンのクリスタル･パレス競技場で行われた) 45,000人, 1897年には初め























































































































































































































































































































































































































































































































































































1) walvin, op.cit., p.78.そして優勝時のトッテナム･ホットスパーズのメンバー
は, 3人が北部出身, 5人がスコットランド人, 2人がウェールズ人, 1人がア
イルランド人であったo Baker, William J., "The Making of a Working-Class Football
CultureinVictorian England", in : Journal of Social History, vol.13, Winter 1979,
p.244.
2 ) Mason, op.cit., pp.3卜32.
3) Ibid"p.138.
4 ) Ibid., p.141 f. ; Walvin, op.cit., pp.78-79.
5 ) Jリーグ公式サイト該当ページhttp ‥ //www.j-league.or.jp/aboutj/jclub/2006-7/
006.htmlより｡
6) Hobsbawm, Eric, "Mass-producing Traditions: Europe, 1870-1914",山:
Hobsbawn, Erie/Terence Ranger, The Invention of 77adition, Cambridge, 1983,
pp.288-89,ホブズボウム/レンジャー,前川･梶原訳, 『創られた伝統』,紀伊国
屋書店, 1992年, 438-39ページ(必ずしも邦訳には従っていない)｡











9 ) Mason, op.cit" pp.25 ff. ; Walvin, op.cit., pp.59 ff.
10)メイソン,ウオルヴインの前掲書に加えて,村岡,前掲｢アステティシズム｣,249
-52ページを参照｡





14) Holt, op.cit., p.148.
15) Mason, op.cit., pp.26 f.
16) Mason, op.cit., pp.27 f.
17) Holt, op.cit., pp.149 f.
18) Mason, op.cit., pp.28 f. ; Walvin, op.cit., pp.63 f.
19)さらに,後述するように,初期のプロの選手は大部分パートタイマーであり,
地域の工業で働き続けていた｡ walvin, op,cit., p.63.
20) Mason, op.cit., p.35.
21) Mason, op.cit., pp.28 f. ; Walvin, op.cit., pp.63 f.
22) Mason, op.cit., p.69.
23)アマチュアとプロの問題について,以下ではメイソンとウオルヴインの前掲書
(Mason, op.cit., pp.69ff., 230 ff. ; Walvin, op.Gil., pp.81 f.)をベースとするが,そ
れ以外に, Holt,op.cit.,pp.98ff.,村岡,前掲｢サッカーとラグビー｣, 145ページ
以下, Mason, Tony, Sport inBritai7%, London, 1988,トニー･メイソン,松村･
















マチュアと言ってよかった,と私は思う｣｡ Taylor, Matthew, "Little Englanders:
Tradition, Identitat und ProfifuLBball in Lancashire 1880-1930",in: Gehrmann,
Siegfried (Hrsg.), Fujiball und Region in Europa, Mtinster, 1999, S.38.
25) Mason, op.cit., pp.70 ff., 92 ; Walvin, op.cit., p.84.
26)以上の決議のまとめはメイソンによる｡ Mason,op.cit.,p.74.
27)メイソン,前掲邦訳, 62-3ページ｡
28) Holt, op.cit., p.104.
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95 ff. ; Walvin, op.cit., pp.85 ff
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31) Mason, op.cit., p.96
32)以上についてはWalvin, op,cit., pp.84, 91.
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ては,まだオープン･クエツシヨンにしておきたい｡
35) Baker, op.cit., p.247.
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